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１．研究計画の概要 

研究の全体構想は、心理教育プログラムを
受ける統合失調症患者の服薬アドヒアラン
スと症状管理に関する中範囲理論を構築し、
これを理論基盤とした統合失調症患者に対
する心理教育成果指標を開発することによ
って、患者に対する心理教育の成果研究へと
発展させることである。今回の研究目的は、
次の 2 点である。 
（1）心理教育プログラムを受ける統合失調
症患者の服薬アドヒアランスおよび症状管
理に関する中範囲理論を構築することであ
る。 
（2）統合失調症患者に対する心理教育成果
指標を開発し、その信頼性と妥当性を検討す
ることである。 
 
 
２．研究の進捗状況 

今年度は、服薬アドヒアランス尺度開発に
向けて本調査を実施した。 

研究実施場所は、関西、北陸、九州の精神
医療施設 5 施設とした。 
データ収集では、前年度作成した 94 項目

からなる服薬アドヒアランス質問紙と既存
の自記式および他記式質問紙を使用し、
test-retest を実施した。目標サンプル数 100
名のところ、今年度の段階で協力の得られた
対象者の特性は、88 名（男性 57 名、女性 31
名）、平均年齢 48.3 歳（SD=13.4）、平均罹病
期間 18.6 年、平均入院回数 4.7 回であった。
なお、データ収集は、現在も継続実施中であ
る。 

中間解析結果では、項目分析によると天井
効果とフロア効果がみられなかった項目は

わずか 15 項目であった。また、この 15 項目
を因子分析したところ 4因子構造が得られた。 
 
 
３．現在までの達成度  
②おおむね順調に進展している。 

 （理由） 
 研究開始初年度より、研究分担者等との綿
密な打ち合わせと連絡を取り合い実施して
いるからである。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
来年度は、現在継続して収集しているデー

タを加えて再分析し、尺度の完成を目指す。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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